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1. はじめに 本教材のねらい
近年、異常な暑さや極端な豪雨など、地球温暖化による気候変動の影響を実感するで
きごとが急激に増えてきました。

影響は気象だけでなく、学校生活をおびやかす熱中症リスクの増加や、日常の食卓の
変化、自然環境や生物多様性への影響など、広範囲にわたっています。これらの影響
は、決して一過性のものではなく、今後将来にわたってますます増大することが予測
されています。

そのような状況の中で未来を生きる子どもたちには、気候変動やその影響について正
しい知識を持ち、自ら主体的に考えて行動していく姿勢が求められます。

そこで、気候変動が私たちの生活や社会活動にどのような影響を与えるか、それに適
応していくにはどうしたら良いかを、小学生にも身近な問題である「夏の暑さ」や
「身近な自然災害」をテーマに、教材を制作しました。

地域の特性や児童の状況に合わせて活用していただけると
幸いです。
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2. 2つの気候変動対策

気候変動の対策は大きく分けて下記の二つがあります。
①「緩和」…気候変動をおさえるために、そもそもの原因を少なくする取り組み
②「適応」…すでに起きている気候変動の影響に備えるための取り組み

本教材では、上記の両方をおさえつつ、小学生が気候変動を身近な問題としてとらえ、
主体的に考え行動していくために、とくに「適応」をメインに扱います。
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3.教材の全体像

動画

資料集

ワークシート

スライド

マニュアル

アウトプット

インプット
本教材は
①教員用マニュアル
②授業スライド
③動画
④資料集
⑤ワークシート
で構成しています。

マニュアルは授業の指導の参考にお
使いください。スライドをもとに授
業を展開し、動画と資料集は授業内
での児童のインプットにお使いくだ
さい。ワークシートはアウトプット
の際にご活用ください。 5



4.教材活用例
基本パターン
本教材は、2時間分での授業を前提に制作しています。

これらの学びと活動を通して、気候変動問題の自分ごと化を目指します。 6

1時間目 宿題 2時間目 宿題

動画視聴と
グループ活動

個人でできることを
考える

「アクションプラン」
作り

身近な大人への
インタビュー

【使用する教材】
スライド
動画
資料集
ワークシート

【使用する教材】
資料集
ワークシート

【使用する教材】
スライド
資料集
ワークシート

【使用する教材】
ワークシート

動画では、気候変動の原因や、
それにより東京都で起こりや
すい自然災害、東京都の気候
変動対策についてインプット
します。
その上で、グループで自分の
地域に合わせた気候変動対策
について議論・対話を行いま
す。
議論の際は「資料集」を参考
に使ってください。

2時間目で行う「自然災害へ
の備え」と「熱中症対策」そ
れぞれの行動計画作成に向け
て、ハザードマップで近所の
危険を調べたり、個人ででき
る熱中症対策を調べたりして
もらいます。

宿題をもとに「自然災害への
備え」と「熱中症対策」それ
ぞれに状況に合わせた行動計
画を作成します。グループで
検討・議論し、「アクション
プラン」を作ります。

保護者など身近な大人に子ど
もの頃の自然災害や暑さにつ
いて聞き取りを行い、現在と
の変化を実感してもらいます。



4.教材活用例
動画の前半部分のみを1時間目で視聴するパターン
気候変動の背景や影響についてのインプットのみを動画で行い、東京都の取り組み等は資
料集でインプットするパターンです。
1時間目の授業内で動画の前半部分のみ視聴し、グループ活動に入ってください。
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1時間目 宿題 2時間目 宿題

動画視聴と
グループ活動

個人でできることを
考える

「アクションプラン」
作り

身近な大人への
インタビュー

【使用する教材】
スライド
動画（前半のみ）
資料集
ワークシート

【使用する教材】
資料集
ワークシート

【使用する教材】
スライド
資料集
ワークシート

【使用する教材】
ワークシート

動画では、気候変動の原因や
影響についてインプットしま
す。
その上で、グループで自分の
地域に合わせた気候変動対策
について議論・対話を行いま
す。
議論の際は「資料集」を参考
に使ってください。

2時間目で行う「自然災害へ
の備え」と「熱中症対策」そ
れぞれの行動計画作成に向け
て、ハザードマップで近所の
危険を調べたり、個人ででき
る熱中症対策を調べたりして
もらいます。

宿題をもとに「自然災害への
備え」と「熱中症対策」それ
ぞれに状況に合わせた行動計
画を作成します。グループで
検討・議論し、「アクション
プラン」を作ります。

保護者など身近な大人に子ど
もの頃の自然災害や暑さにつ
いて聞き取りを行い、現在と
の変化を実感してもらいます。



4.教材活用例
1時間目で動画の前半部分、2時間目で動画の後半部分を視聴するパターン

気候変動の背景や影響についてのインプットのみを動画で行い、東京都の取り組み等は資
料集でインプットするパターンです。
1時間目の授業内で動画の前半部分のみ視聴し、グループ活動に入ってください。
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1時間目 宿題 2時間目 宿題

動画視聴と
グループ活動

個人でできることを
考える

「アクションプラン」
作り

身近な大人への
インタビュー

【使用する教材】
スライド
動画（前半）
資料集
ワークシート

【使用する教材】
資料集
ワークシート

【使用する教材】
スライド
動画（後半）
資料集
ワークシート

【使用する教材】
ワークシート

動画では、気候変動の原因や
影響についてインプットしま
す。
その上で、グループで自分の
地域に合わせた気候変動対策
について議論・対話を行いま
す。
議論の際は「資料集」を参考
に使ってください。

2時間目で行う「自然災害へ
の備え」と「熱中症対策」そ
れぞれの行動計画作成に向け
て、ハザードマップで近所の
危険を調べたり、個人ででき
る熱中症対策を調べたりして
もらいます。

宿題をもとに「自然災害への
備え」と「熱中症対策」それ
ぞれに状況に合わせた行動計
画を作成します。動画では、
東京都の気候変動対策につい
てインプットします。その上
で、グループで検討・議論し、
「アクションプラン」を作り
ます。

保護者など身近な大人に子ど
もの頃の自然災害や暑さにつ
いて聞き取りを行い、現在と
の変化を実感してもらいます。



4.教材活用例
動画を視聴しないパターン
授業で対話・議論に多くの時間を割きたい場合は、動画視聴を割愛しても構いません。
気候変動の背景や影響、東京都の取り組みなどは資料集を参照してインプットするように
してください。
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1時間目 宿題 2時間目 宿題

グループ活動 個人でできることを考
える

「アクションプラン」
作り

身近な大人への
インタビュー

【使用する教材】
スライド
資料集
ワークシート

【使用する教材】
資料集
ワークシート

【使用する教材】
スライド
資料集
ワークシート

【使用する教材】
ワークシート

グループで自分の地域に合わ
せた気候変動対策について議
論・対話を行います。
議論の際は「資料集」を参考
に使ってください。

2時間目で行う「自然災害へ
の備え」と「熱中症対策」そ
れぞれの行動計画作成に向け
て、ハザードマップで近所の
危険を調べたり、個人ででき
る熱中症対策を調べたりして
もらいます。

宿題をもとに「自然災害への
備え」と「熱中症対策」それ
ぞれに状況に合わせた行動計
画を作成します。グループで
検討・議論し、「アクション
プラン」を作ります。

保護者など身近な大人に子ど
もの頃の自然災害や暑さにつ
いて聞き取りを行い、現在と
の変化を実感してもらいます。



4.教材活用例
時間数を増やしてじっくり取り組むパターン
時間数を増やし、動画の内容の確認や調べ学習にも時間を割くプランです。
アクションプランを実行する場合のワークシートも活用してください。

10

1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目

動画視聴 グループ活動 個人でできること
を考える

「アクションプラ
ン」作り

身近な大人への
インタビュー（宿
題）の共有

【使用する教材】
動画
ワークシート

【使用する教材】
スライド
資料集
ワークシート

【使用する教材】
資料集
ワークシート

【使用する教材】
スライド
資料集
ワークシート

【使用する教材】
ワークシート

クラス全体で動画を視
聴します。
視聴後、気候変動の原
因や、東京都で起こり
やすい自然災害、東京
都の気候変動対策につ
いて、まとめと振り返
りを行い、感想やもっ
と知りたいことなどの
意見出しを丁寧に行っ
てください。

グループで自分の地域
に合わせた気候変動対
策について議論・対話
を行います。
議論の際は「資料集」
を参考に使ってくださ
い。

「自然災害への備え」
と「熱中症対策」それ
ぞれの行動計画作成に
向けて、ハザードマッ
プで近所の危険を調べ
たり、個人でできる熱
中症対策を調べたりし
ます。
学校の状況に合わせて
PCや図書館を利用し、
調べ学習に1時間を割
いてください。

「自然災害への備え」
と「熱中症対策」それ
ぞれに状況に合わせた
行動計画を作成します。
グループで検討・議論
し、「アクションプラ
ン」を作ります。

4時間目終了後に保護
者など身近な大人に子
どもの頃の自然災害や
暑さについて聞き取り
を行い、現在との変化
を実感してもらいます。
その内容をクラス全体
に共有し、さまざまな
人の意見に耳を傾けま
す。



5. 教材の概要
5-1動画の概要

時間 構成 内容

0:00-1:08 前半 プロローグ 気候変動による、世界や日本への深刻な影響

1:09-2:28 地球温暖化とは 気候変動を引き起こす地球温暖化のしくみ

2:29-5:08 東京都への気候変動の影響 東京都で起きている、河川のはんらん、土砂災害、高潮による浸水
という3つの自然災害
東京都で懸念される熱中症

5:09-6:35 気候変動への対策 基本的な2つの対策、「緩和」と「適応」
東京都の「緩和」の取り組み

6:36-10:41 後半 東京都の気候変動対策 東京都の「適応」の取り組み

10:42-11:05 メッセージ 私たちにできることはなんだろう？

● 目的
地球温暖化による気候変動の影響が、東京に住むわたしたちに
も決して他人事ではなく、差し迫った問題であることを理解する。
今後増大するであろう自然災害や熱中症などのリスクに対して、
正しく知って対策を取ることで被害をおさえることができるということを理解する。
東京都のさまざまな取り組みを知ったうえで、自分にできることはなんだろう？と主
体的に考え行動するきっかけを作る。

● 流れ

動画
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5-2.資料集の概要
● 目的

児童が自ら主体的に学習するための資料集。
動画で扱う地球温暖化の仕組みや、授業で行うグループ活動
時に参考になるような情報(東京都の適応策の実例など)を掲載。
児童が各自のパソコン・タブレット等で閲覧できるとともに、A4サイズの紙に印刷
して配布することも可能。

● 資料集の構成
テーマ 詳細 ページ
気候変動とは 気候変動って何？/世界や日本での気候変動の影響は？/地球温暖化って

何？/温室効果ガスって何？/二酸化炭素が増えているのはなぜ？
P.2-7

身近な気候変動の影響 気温はどうなる？/雨はどうなる？/自然災害はどうなる？/熱中症はどう
なる？/食べものはどうなる？/飲み水はどうなる？/生態系はどうなる？

P.8-15

気候変動に備える
（１）緩和と適応

気候変動に備えるには？/世界はどんな対策をしている？/東京都の「緩
和」の取り組みは？/わたしたちにできる「緩和」の取り組みは？/東京都
の「適応」の取り組みは？/わたしたちにできる「適応」の取り組みは？

P.16-22

気候変動に備える
（２）自然災害への備えと暑さ
対策

河川のはんらんへの「適応」の取り組みは？/土砂災害への「適応」の取
り組みは？/高潮への「適応」の取り組みは？/熱中症への「適応」の取り組
みは？

P.23-27

気候変動に備える
（３）その他の適応

首都機能を守るための「適応」策は？/「適応」するための意識づくり
は？/「適応」するための情報は？/水を守るには？/生態系を守るには？

P.28-33

参考 もっと調べてみよう！ P.34-36

資料集

12



5-3.授業の概要
● 目的

気候変動やその影響について正しい知識を持ち、主体的に考える姿勢を育てる。
行政任せにせず、住民の一人として地域の特性や各個人の状況に応じた対策・対応が
できるようになる。

● 目標
気候変動問題について身近に感じ、授業の後も継続的に正しい知識を得て、主体的に
対策していこうとする態度を身につける。

● 用意するもの
1. 本マニュアル
2. 授業スライドと、スライドを投影できる機器
3. 動画と、動画が再生・視聴できる機器
4. ワークシート（出力して配布 または 児童のPC・タブレットで入力）
5. 資料集（出力して配布 または 児童のPC・タブレットで閲覧）

13
動画 資料集ワークシートスライドマニュアル



5-3.授業の概要
● 対応する単元

この教材は、理科や社会科のほか、総合的な学習の時間でも活用できます。
理科と社会科等を組み合わせた「合科的・関連的な指導」としてもご活用ください。

理科：
「天気と気温」(第4学年)
「雨水の行方と地面の様子」(第4学年)
「天気の変化」(第5学年)
「流れる水の働きと土地の変化」(第5学年)
「台風と防災」(第5学年)
「生物と地球環境」(第6学年) 

社会：
「公共の仕組み・下水道等」（第3・4学年）
「自分たちの都道府県の地理的環境の特色」(第4学年)
「自然災害から地域の安全を守るための諸活動」(第4学年)
「東京都の学習」（第4学年）
「我が国の国土の自然環境と国民生活との関連」(第5学年)
「防災（政治分野とのつながり）」（第6学年）
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構成 時間 使用教材 内容＆ファシリテーション 指導のポイント・声かけ例

導入 2分 スライド
P1-2

【教師の問いかけ】
「気候変動って聞いたことある？」
（児童それぞれの反応を受け止める）

【教師からの動機づけ】

（例）
「春に桜が咲いているのに雪が降ったり、夏に30℃
を超えるような暑い日が続いたり、過ごしやすい秋
がとっても短くなってしまったり。私たちの暮らし
の中でも気候変動の影響を感じることがたくさんあ
るね。気候変動ってなんなのか、どんな影響がある
のか。まずは動画を見てみよう！」

・気候変動について学ぶ授業であるこ
とを示す。

・夏の暑さなど、身近に感じられるこ
とを例に気候変動について学ぶことに
興味を持ってもらい、動画視聴につな
ぐ。

15

ポイント
地球温暖化による気候変動の影響とその対策を正しく知り、地域として取り組むべき「適応」策を考え
る。

6. 指導案 1時間目_1
※本マニュアルP.6「教材活用例（基本パターン）」に基づく指導案です。



6. 指導案 1時間目_2
構成 時間 使用教材 内容＆ファシリテーション 指導のポイント・声かけ例

動画視聴 15分 動画 【動画の内容】
・気候変動の影響が世界中で起きている。
・その原因の一つは地球温暖化。
・気候変動の影響により、東京都で起こりやす
い自然災害は河川の氾濫、土砂災害、高潮によ
る氾濫。さらに熱中症のリスクも増えている。
・地球温暖化への対策は、大きく分けると「緩
和」と「適応」であり、各国で様々な対策がさ
れている。
・東京都では様々な面から「適応」に関する取
り組みを行っている。
・行政の取り組みに頼るだけでなく、一人一人
が考えて行動していくことで気候変動に備える
ことができる。

・動画に集中して視聴できるようにする。

・内容が難しい場合や飽きてしまう場合は、
「動画視聴サポート用ワークシート1-1」を
使用したり、適宜一時停止をして下記のよう
な問いかけを挟んだりしてください。
（例）

● 「気候変動の影響で東京都で起こりや
すい自然災害が3つあったね。なんだっ
た？」

● 「100年前と比較すると、東京都の気温
は何度上がっていた？」

● 「世界で取り組んでいる温暖化対策は
二つに分けられるね。難しい言葉だけ
ど、何と何？」

動画の内
容まとめ

3分 スライド
P3

スライドを用いてポイントを確認する

【ポイント】
・急激な気候変動の背景には地球温暖化がある
・地球温暖化とは温室効果ガスが増えて地球全
体が温まってしまうこと
・地球温暖化により、自然災害のリスクが上が
り、熱中症のリスクも増えてしまう
・地球温暖化への対策としては原因そのものに
働きかける「緩和」と、起こりうる影響に備え
る「適応」がある
・東京都は様々な「適応」策を行っている

・動画で十分に理解できている様子であれば、
ここは確認程度に流してください。

・動画の内容が理解できていない様子であれ
ば、前述の問いかけなどをしながら丁寧に確
認し、児童が理解できるようにしてください。
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【参考】動画で取り上げた東京都の「適応」策
（河川のはんらん）…護岸などの河道の整備、調節池の整備、
雨水タンクや貯留施設の整備
（土砂災害）…土砂災害警戒区域の指定、砂防施設の整備
（高潮）…防潮堤の整備、水門の設置と遠隔操作
（その他）…「東京アメッシュ」や河川監視カメラでの情報発
信、防災館での教育・啓蒙活動
（熱中症）…緑化、街路樹の整備、緑のカーテン、遮熱性舗装、
微細ミストなどのクールスポットの設置、打ち水



6. 指導案 1時間目_3
構成 時間 使用教材 内容＆ファシリテーション 指導のポイント・声かけ例

活動 15分 スライド
P4-9
ワークシ
ート1-2
資料集

グループ活動
下記のテーマに取り組み、最終的にグループで
1枚のワークシートを仕上げる。

※各自で手元のワークシートに記入してから全
体で1枚のシートを完成させる方法、クラウド
上で共有したワークシートをみんなで見ながら
書き込んでいく方法など、教室の環境に合わせ
てご活用ください。

【テーマ】
あなたは東京都◯△（学校名）町の町長です。
動画や資料集で学んだ東京都の様々な「適応」
の取り組みの中から、◯△町で特に重要なもの
を3つ選んで取り組むことにしました。◯△町
で特に重要な取り組みを考えて決めてください。

● ステップ１：◯△町の町民が心配している
気候変動の影響を具体的に考えよう

● ステップ２：◯△町で取り組むものを3つ
選ぼう

● ステップ３：取り組む理由を具体的に書こ
う

最初にスライドP4-8で進め方を解説したうえ
で活動に入ってください。児童が書き方に迷
う場合はP9の記入例を見せてください。

・資料集を読み、東京都の取り組みを改め
て確認する。

・地域で、自分だけでなく「町民」（近く
に住む多くの人たち）が心配している気候
変動の影響について考え、その心配を解決
できるような取り組みを選んで優先順位を
つける。

※ステップ2で選ぶ取り組みは、資料集の大
見出しレベル（例「熱中症への取り組み」
「河川のはんらんへの取り組み」など）で
も、小見出しレベル（例「打ち水・ミス
ト」「河道の整備」など）でも良いです。
大見出しレベルはより幅広く、小見出しレ
ベルはより具体的なものになるので、地域
の状況や児童の検討レベルに応じて適宜選
んでください。

・「町民」の多くに納得してもらえるよう
な理由を考える。

・時間がない場合は選ぶ取り組みを3つでは
なく1つにする。
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6. 指導案 1時間目_4
構成 時間 使用教材 内容＆ファシリテーション 指導のポイント・声かけ例

発表 5分 スライド
P10
ワークシ
ート1-2

選んだ取り組みと理由をグループごとに発
表する

※パソコンやタブレットで入力した場合は
ワークシートを教室全体に投影、紙で記入
した場合は口頭で発表、またはA3など大
きめの紙に発表用にまとめてから発表する
など、教室の環境に合わせて発表形式をご
検討ください。

・自分たちのグループ以外の観点を知る機会を作
ることが目的です。

・全グループが発表できるとベストですが、時間
に応じて発表するグループを2,3グループにしぼ
ったり、発表する取り組みと理由を1つにしぼっ
たりしてください。

・説明する児童が1、2名残って、あとのメンバー
は他のグループを自由に回って説明を受け、議論
するといったやり方もおすすめです。その際は何
タームか行って、説明する児童を入れ替えるよう
にしてください。

振り返り 5分 スライド
P11

【教師の問いかけ】
「今日の授業で印象に残っていること
は？」
（児童それぞれの反応を受け止める）

【次回予告】
・次回の授業では、町長としてではなく、
みなさん自身が実際に行動をしていくため
のアクションプランを考えます。

・印象に残ることは人それぞれなので、児童一人
一人の感じ方を肯定してください。

・起きていることに翻弄されるのではなく、正し
く知って対策していくこと、地域に合わせて対策
していくことの大切さを児童が感じてくれればベ
ストです。

・次回は架空の設定ではなく自分自身の今の生活
の中でやっていくことを具体的に考えるというこ
とを伝え、動機づけしてください。
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6. 指導案 1時間目_5
構成 時間 使用教材 内容＆ファシリテーション 指導のポイント・声かけ例

宿題 スライド
P12-21
ワークシ
ート1-3

【宿題】
2時間目「アクションプラン」作りの下調
べをしよう！

①自然災害
・ハザードマップで身近な地域の危険を調
べる。
【ハザードマップ】
https://disaportal.gsi.go.jp/index.html

・自分でできる対策を調べ、友達や家族と
意見交換をする。

②熱中症
・熱中症の危険を感じた場所や場面を考え
る。友達や家族にも熱中症の危険を感じた
ことがないか聞いてみる。

・自分でできる対策を調べ、友達や家族と
意見交換をする。

・今回は◯△町の町長の立場で重視すべき取り組
みを考えてもらいましたが、次回は児童に一個人
としてできる取り組みを考えてもらい、自分でで
きる「アクションプラン」を作ります。

・そのための下調べとして、ハザードマップを調
べたり熱中症対策について調べたりさせてくださ
い。

・グループで一緒に調べたり、保護者の方と一緒
に調べたりすることもおすすめです。
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6. 指導案 2時間目_1
※本マニュアルP.6「教材活用例（基本パターン）」に基づく指導案です。

構成 時間 使用教材 内容＆ファシリテーション 指導のポイント・声かけ例

導入 10分 スライドP1-4 振り返りと2時間目への動機づけ
・前回学んだこと
・宿題の共有

・前回の知識事項の定着

・ハザードマップを実際に調べてみた感想や、
自分でできる対策を調べてわかったことなど
を全体に共有する。

20

ポイント
身近に起こりうる自然災害や熱中症について、自分たちに必要な対策を考え、実行する計画を立てる。



6. 指導案 2時間目_2
構成 時間 使用教材 内容＆ファシリテーション 指導のポイント・声かけ例

活動 20分 スライドP5-12
ワークシート2-1
資料集

グループ活動
下記のテーマに取り組み、最終的にグループで1
枚のワークシートを仕上げる。

※各自で手元のワークシートに記入してから全
体で1枚のシートを完成させる方法、クラウド上
で共有したワークシートをみんなで見ながら書
き込んでいく方法など、教室の環境に合わせて
ご活用ください。

【テーマ】
私たちが今の日常生活の中でできることはなん
だろう？ 具体的なアクションプラン（＝行動
計画）を作ろう！

①自然災害に備えよう
● ステップ1：宿題として調べてきたことを

共有し、リスクが高そうな場所を考えよ
う！

● ステップ2：とくに大事な行動を3つ決め
よう！

②暑さ対策をしよう
● ステップ1：宿題として調べてきたことを

共有し、リスクが高そうな場所と場面を考
えよう！

● ステップ2：とくに大事な行動を3つ決め
よう！

最初にスライドP5-11で進め方を解説したうえで
活動に入ってください。児童が書き方に迷う場
合はP12の記入例を見せてください。

・地球規模の問題に対する対策について、
自分たちの生活環境の中で具体的にどん
なことができるかを考える。

・宿題として取り組んだワークシートと
ほぼ同じ構造のワークシートを使って、
今度はグループで考えます。

・ステップ1：それぞれが家で書いてきた
ことをただまとめたり、写したりして終
わりにならないように、「お互いの考え
を共有しながら、共通点・相違点に注目
して議論しよう！」などと、対話や議論
のポイントをはじめにしっかりと声掛け
するようにしてください。

・ステップ2：「どれもいいよね」で終わ
らないように、「とくにこの３つを大事
にしたほうがいい」「なぜなら…」の部
分を議論できるように促してください。
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6. 指導案 2時間目_3
構成 時間 使用教材 内容＆ファシリテーション 指導のポイント・声かけ例

発表 5分 スライドP13
ワークシート2-1

考えたアクションプランをグループ
ごとに発表する

※パソコンやタブレットで入力した
場合はワークシートを教室全体に投
影、紙で記入した場合は口頭で発表、
またはA3など大きめの紙に発表用
にまとめてから発表するなど、教室
の環境に合わせて発表形式をご検討
ください。

・自分たちのグループ以外の観点を知る機会を
作ることが目的です。

・全グループが発表できるとベストですが、時
間に応じて発表するグループを2,3グループにし
ぼったり、発表するアクションプランを1つにし
ぼったりしてください。

・説明する児童が1、2名残って、あとのメンバ
ーは他のグループを自由に回って説明を受け、
議論するといったやり方もおすすめです。その
際は何タームか行って、説明する児童を入れ替
えるようにしてください。

振り返り 5分 スライドP14
ワークシート2-2

【教師の問いかけ】
「2時間の授業で印象に残っている
ことや興味を持ったことは？」
「今後、実践していきたいこと
は？」

・2時間の授業を通して知ったこと、もっと知り
たいと思ったこと、行動していきたいと思った
ことを言葉にするようにしてください。
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6. 指導案 2時間目_4
構成 時間 使用教材 内容＆ファシリテーション 指導のポイント・声かけ例

宿題 スライドP15-16
ワークシート2-3

【宿題】
・身近な大人にインタビュー
「子どもの頃、どこに住んでいた？
自然災害はあった？夏の暑さはどう
だった？」
「今、この地域のリーダーになった
らどんな対策をする？」
「ふだんはどんな対策をしてい
る？」

・取り組みは任意です。

・東京都の取り組みを知らない大人もたくさん
いるので、今日学んだことを伝えてあげること、
大人の人たちが子どもだった頃の話を聞くと学
びがより深まることを伝え、前向きに取り組め
るようにしてください。

・ミッション②③は授業で児童が考えたことと
リンクするので、家庭内での議論や意見交換の
きっかけにしてください。
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（参考）活動のアイデア

学校内での対策を考え
る活動

対策を訴えるポスター
やCMをつくる活動

全国の取り組みを
調査分析する活動

気温を計測して分析す
る活動

考えるフィールドを◯△
町ではなく、より身近な
場所である「学校」に設
定し、「校長先生や学校
側ができること」を考え
る活動。

アウトプットしたアイデ
アを実際に校長先生に提
案書として提出してみる
のもおすすめです。

誰に伝えるべきか、どう
したら伝わるかを考えて、
実際に制作まで挑戦する
活動。

理科・社会だけでなく、
コピーライティング（国
語）や、図工（絵）の学
習にもつながります。

他の自治体の取り組みを
探る活動。東京都の取り
組みと比較することで、
地域による取り組みの必
要性を深く堀り下げるこ
とにもつなげられます。

暑さ対策や自然災害に対
する知識や考え方の幅を
さらに増やすこともでき
ます。

実際にさまざまな場所や
時間で、気温を計測する
活動。

同じ時間帯でも、場所に
よってどのように気温が
違うのかを調査して、デ
ータを可視化します。

算数的なグラフ・表学習
との結びつけも可能です。
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指導案に記載した活動以外のアイデアを紹介します。



（参考）ICT活用法

25

タイミング 動画の視聴 資料集の閲
覧

Webを用い
たリサーチ

ハザードマ
ップの閲覧

ワークシー
トへの入力

クラウドで
の共有

方法 動画のURL
を児童に示
し、各自の
PCまたはタ
ブレットで
視聴する。

資料集の
PDFを配布
し、各自の
PCまたはタ
ブレットで
閲覧する。

Googleなど
の検索エン
ジンを用い
て各自で調
べる。

ハザードマ
ップのURL
を児童に示
し、各自の
PCまたはタ
ブレットで
閲覧する。

パワーポイ
ントのファ
イルを共有
し、各自で
ダウンロー
ドして入力
する。

Googleドラ
イブなどに
フォルダを
作り、必要
資料や児童
のワークシ
ートなどを
入れておく。

メリット わかりにく
い部分は戻
して見たり
繰り返し見
たりするこ
とで、一人
一人の理解
度に合わせ
て活用でき
る。

自分の見た
いページを
自由に見る
ことができ
る。細かい
部分を拡大
して見るこ
とができる。

疑問に思っ
たことや知
りたいこと
をすぐに調
べることが
できる。

自分の調べ
たい地域や
調べたい災
害について
自分で調べ
ることがで
きる。

修正がしや
すく、クラ
ウドでの共
有も可能。

誰もが自由
に資料やワ
ークシート
などを閲覧
できる。発
表時に全体
への共有も
できる。

授業内でICTを活用する方法を紹介します。



（参考）防災用語一覧
水害や土砂災害については専門的な用語が多いため、参考として国土交通省の
「防災用語ウェブサイト（水害・土砂災害）」
https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/pc/top をご案内します。

下記に「用語一覧」を転載しますので、必要に応じてお使いください。
「用語一覧」は印刷して児童に配布し、活動で活用いただくこともおすすめです。
上記のサイトではより詳しい用語解説を確認することができます。
インターネットでもぜひご活用ください。
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